
製品情報 SUPI サウナワックス （SUPI SAUNAVAHA）（⽔性） 
サウナ⽊材保護仕上げ⽤の天然ワックスを含んだ⽔性製品です。
湿気や汚れから⽊材を保護します。
製品は⽊に吸収され、⾃然な明るさの滑らかな仕上がりとなります。
サウナのベンチ、壁、天井、ドア、窓枠に適しています。

カラー

建材排出等級 M1（ヨーロッパ規格） 
施⼯⾯積 10〜13 ㎡/L （1 度塗りの場合・⽊材の種類によって異なる） 

1 度塗りか 2 度塗りかは、希望する仕上がりの濃さによってお決めください。濃い⾊の仕上がりには 2 度塗
りが必要です。 

施⼯⽅法 スポンジ刷⽑, スポンジまたは合成繊維の刷⽑
乾燥時間 （23℃湿度 50％の場合）30 分〜1 時間程で触れられる程度に乾燥。24 時間後に使⽤可能。 

固形分 約 24 %. 
⽐重 1.0 kg/l, ISO 2811. 
保管 凍結しないよう保管してください。⼦どもの⼿の届かない安全な場所に保管してください。 

塗装⽅法 
塗装条件 塗装する⾯は乾燥していなければなりません。塗装と乾燥を⾏っている間は、気温は少なくとも５度以上、

相対湿度は 80％未満であること。 
準備 新しい清潔な表⾯:  

汚れやほこりを取り除いて下さい。⽔を軽くスプレー掛けして、乾燥させ、剥離した⽊の繊維をサンディングで
落として下さい。サンディングダストを取り除いて下さい。 
古く汚れた、以前スピサウナ製品で塗られた⽊の表⾯:  
使⽤⽅法に沿って Supi Saunapesu クリーナーで適切に洗浄し、⽔でよくすすいで乾燥させてください。
サンディングをしてダストを取り除きます。ワックスの下に以前の塗装が残っている場合は、未塗装の⽊よりも
光沢がある仕上がりになります。SUPI サウナワックスはオイル塗装が完全に取り除かれていない場合オイル
塗装をされた⾯への使⽤は推奨されていません。SUPI サウナワックスはセラミックタイルの接合部に吸収さ
れやすいので施⼯前には床をしっかりと保護して下さい。

塗装 使⽤前、使⽤中に SUPI サウナワックスをかき混ぜてください。⽊⽬に沿って⼀度塗装して下さい。⽊材が
吸収するよりも多くのワックスを使⽤しないでください。ワックスは液状なので、スポンジ刷⽑（フォーム刷
⽑）かスポンジが最も適した施⼯器具です。もし多すぎるワックスが塗装されると、表⾯がべたつく状態にな
ります。⾊つきの SUPI サウナワックスを使⽤する場合は⽬⽴たない場所で試し塗りをして⾊をご確認下さ
い。仕上がりの⾊は⽊材の種類によって異なって⾒えます。オーバーラップを防ぐため⼩さい⾯は⼀度で塗
り、⼤きいパネルでは均⼀な⾊の為 1〜2 枚のパネルを⼀度に塗ってください。 
サウナの使⽤前には、サウナを温め、しっかりと換気を⾏って下さい。
熱処理⽊材は、カラーコード 318R の⾊で塗装することをお勧めしております。

施⼯器具洗浄 ⽔で洗浄して下さい。施⼯器具に付いた固まったワックスには TIKKURILA ツールクリーナを使⽤してくださ
い。 

メンテナンス塗装 必要に応じて⾏ってください。塗装後 1 か⽉以内は再塗装しないでください。 
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クリアタイプ



 

環境保護と廃棄 液体廃棄物は、有害廃棄物に関する地域の規制に従って破棄してください。 乾いた空き⽸はリサイクル
するか、地域の規制に従って廃棄してください。 

健康と安全 
 

1,2-benzisothiazol-3(2H)-one (BIT) and reaction mass of: 5 chloro-2-methyl-4-
isothiazolin-3-one [EC no. 247-500-7] and 2-methyl-2H-isothiazol-3-one [EC no. 
220-239-6] (3:1) (C(M)IT/MIT (3:1))を含みます。アレルギー反応を引き起こす可能性がありま
す。 この製品には、保管中の製品の保存のために殺⽣物性製品が含まれています。 
C(M)IT/MIT (3:1) が含まれています。 保護⼿袋を着⽤してください。 
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